
●こんなことについて話し合いました！

○輝翔学園（谷田部中・谷田部小・柳橋小）

・テーマ 「子どもが楽しく安全に暮らせる地域にするために」

子供たちが安全に暮らすために、子供たちと地域とがつながる機会を

もつことが大事であると話し合いました。

○豊里学園（豊里中・沼崎小・上郷小・今鹿島小）
・テーマ 「豊里学園の子供たちを育成するために、学校と地域でどの

ような活動ができるか」

各学校の担任の先生方も協議会に参加し、現場の先生方が地域と協

働したいと思っていることについて、どのようにしたら実現できるかにつ

いて話し合いました。

○桜並木学園（並木中・並木小・桜南小）
・テーマ 「学校の課題解決に向けてできること」

各学校が抱えている課題を持ち寄り、その課題をどのようにしたら解決

できるかについて話し合いました。

CS協議会ではこんなことを話しています

●地域学校協働活動の目的は？

「地域学校協働活動」と聞くと難しく聞こえるかもしれませんが、その大きな目的は２つあります。１つは「地域全体

で子供たちの学びや成長を支えること」、もう１つは「学校を核とした地域づくりを目指すこと」。地域の力で子供

たちの学びと成長を支えると同時に、地域そのものも、学校を核とした新たなつながりの中で活性化していくこと

を目指しています。この地域学校協働活動は、主に協議会で出されたアイディアを具体化し、実行しています。

そのコーディネートを行うのがCSコーディネーター（地域学校協働活動推進員）の皆様です。

令和4年度に吾妻学園から始まったコミュニティ・スクール協議会（以下CS協議会）は、今年度からつくば市内

全１８学園に設置され、つくば市のコミュニティ・スクールは新たなスタートを切りました。１０月になり、多くの学校

では今年度２回目のCS協議会が行われるとともに、CS協議会で話し合われたことが、地域学校協働活動として

実際の活動に結びついています。このCSだより第６号では、各学園で行われたCS協議会の様子と、地域学校

協働活動についてお知らせいたします。

コミュニティ・スクールだより
～学校を核にした地域づくり～
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話し合いから、活動へ

各学園のCS協議会では、学校・家庭・地域のそれぞれの立場から、子供たちのためにどんなことができるのかに

ついて話し合っています。各学校ごとに話し合うことが多いですが、学園ごとにCS協議会を行っている利点を活

かすために、学校間の交流の時間を取り、お互いの活動を参考にしたり、

助け合ったりすることができるように工夫しています。

広がる地域学校協働活動

各学園の会議録は右の二次元コードから
ご覧いただけます！



○竹園学園（竹園東中・竹園東小・竹園西小）

竹園東中学校では、非認知能力を活かして他者と協働

する能力や、話合いの中での合意形成、異学年との交

流の中で公共の精神を養うため、創明祭という文化祭

を行っています。地域の方や保護者の方、竹園東小・竹

園西小の6年生の児童も参加しています。

その中で、竹園学園のCSコーディネーターが中心とな

り、コミュニティ・スクールコーナーを設置しました。子供

たち一人ひとりの想いを漢字や言葉で表現し、その想い

をつなげて一つの作品を完成させました。

また、それだけではなく、コミュニティ・スクール活動につ

いての周知なども行い、地域の方とのつながりを作る大

きな一歩になりました。

コミュニティ・スクールだよりのバックナンバーはこちらの二次元コードからご覧いただけます▲

問合せ先
つくば市教育局生涯学習推進課

〒305-8555 つくば市研究学園一丁目 1 番地 1
:029-883-1111(代) ※平日8:45～16:30 :edc077@city.tsukuba.lg.jp

● こんな活動も始まっています！

○高崎学園（高崎中・茎崎一小）

高崎学園では、第１回CS協議会で、「高崎学園の地域学

校協働活動について」という熟議テーマで話し合い、昨

年度の活動を踏まえ、学校と地域ができることをグルー

プで協議し、アイディアを出し合いました。

その結果、高崎中を卒業した高校１年生を対象にした「草

むしり同窓会」を行ったり、児童生徒の登下校を見守る

「ながら見守り」をPRするポスターを作ったりしました。

「子どもたちに教えられることがある」 「自分の経験や特技を活かしたい」 「学校と一緒に何かやってみたい」

あなたの思いは、地域学校協働活動の大切な力になります。

自分の知識や経験、好きなこと、得意なことが、子供たちの新しい学びにつながるかもしれません。

一緒に始めてみませんか？

あなたのできることが子供たちの学びに

● こんなことも地域学校協働活動です！

○ 具体的にどんなことをするの？

１ 学びを支える・・・読み聞かせ・学習支援・地域の知識や経験を活かした授業など

２ 体験・交流を支える・・・自然体験・ものづくり・スポーツ・地域探検・世代間交流など

３ 地域・学校が一緒に取り組む・・・防災・安全・環境・地域行事・地域の課題への取組など

学校と地域、それぞれの「やってみたい」「できること」がつながり、つくばの各地で様々な活動が生まれています。

地域の皆さんの知識や経験、特技、ちょっとしたお手伝いが子供たちの学びや経験につながっています。
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